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さを使う最新の統計処理の方法を採用している。英語教育学の論文は，Publication Manual of the American 
Psychological Association（5 th ed.）.（2001）（APAと略）に従うことになっており，その本の中で，効果量（effect 
size）又は関係の強さ（strength of relationship）の指標を含めることが殆ど常に必要だとの指摘がされており，
一般的な原則は，読者に統計的有意性だけでなく，観測された効果又は，関係の大きさの評価を読者に可能
にさせるほどの情報を与えることだと記されている。本論文の分析検討で，一部，効果量を使用しているの
は将来を見据えた研究であると思われる。
　この研究で分かったことは，主に 3点ある。第 1点は，「なぜ型」質問が内容理解を伸ばすということであり，
これは，有用な知見である。第 2点は，熟達度下位群の学習者には，推論質問を「詳細→全体」の順にする
方がよいということである。第 3点は，読解テストを作成する場合，細かいことを聞く質問から，テーマ質
問まで，いろいろな型の質問を取り入れる必要があるということである。
　以上のように，本論文の成果には読解における推論生成の研究において少なからぬ意義があるが，若干の
手直しと工夫が必要であろう。第一には，調査 1から 4の相互関係を図にしたが，その図についての説明を
入れるべきであろう。第二に，本研究は，筆記再生法とプロトコルとを用いた質的研究が中心であったが，
読解用ソフト「Super Lab」等を用い反応時間を取る等して量的研究もする必要があるだろう。第三に，参
加者が，テスト作成者が測定を意図している技能・能力を使って問題を解いているかは，疑問であるので，
今後この点の検討を精査する必要があるだろう。第四に，本研究において，推論質問の「詳細→全体」の順，
又は，逆の順について，上位群の効果量が小さかったが，他の種類の質問を含めた場合には，より強い結果
になったかもしれない点である。このような点を改善し，一層の精査と考察と工夫を施すことによって，学
術論文として完成度が一層高まることを期待したい。
　よって，著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
